
 

厳しい夏もようやく過ぎ、しのぎやすい季節になりました。今年は、選挙が多い夏

でした。大阪府士会役員選挙、衆議院選挙、そして竹羽会の役員選挙。竹羽会の選挙

が一番乗りに行われ、流行の先端かなと巻頭言を書きながら思いました。 

このたび、今年度より 2 年間会長に就任いたしました。世代交代を繰り返し、5 期

生である私が会長となりました。それに伴い、執行部も新しくなりました（新メンバ

ーは中のページに載せてあります）。 

世間では民主党圧勝で、政権交代し“change”などと叫ばれておりますが、竹羽会

では会員数の増加や定例化した研修会など発展への変化はあるものの、これまで先輩

方に築いていただいた流れは変わっていません。この良き流れを、これからも増える

後輩にも継いでもらおうとがんばっていきたいと思います。竹羽会の大きな change

といえば、母校が 3 年制であった大阪府立看護大学医療技術短期大学部より、4 年制

の大阪府立看護大学へと変わり、また新たに統合され現在の大阪府立大学となったこ

とです。ただ、名前はかわっても、中身はかわらず、タテのつながりを途切れること

なく続けていけることが、竹羽会のよいところであると思っています。 

 竹羽会は会員数が増えたといっても、まだまだ小さな会ですので、“こんな研修会

をしてほしい”などあれば、その希望は実現できるかもしれません。学年代表を通じ

てでも、事務局に伝えていただいてもどちらでも良いので、どんどんご意見をいただ

きたいと思います。 

今後とも、会を盛り上げていくために、どうぞご協力をよろしくお願いいたします。 

 

竹羽会 会長  太田 幸子（5期生） 

   （国立循環器病センター） 
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日 時：2009年6月14日（日） 13：00～17：00 

場 所：新梅田研修センター 

講 師：建内 宏重 先生（京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻） 

参加者：135名（会員53名、非会員82名） 

 

 

参加者：87名 
研修会を終えて 
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また、股関節周囲の拮抗筋や共同筋のバラ

ンスについては、機能障害を単一の原因で

考えがちであった私には評価や治療を改

めて考えるきっかけになったと感じてい

ます。 

 今回の研修会が初めての卒後研修会だ

ったのですが、今後の臨床に生かすことの

できる貴重な経験をすることができまし

た。 

 最後になりましたが、ご講演をしていた

だいた建内先生をはじめ、研修会を開催し

ていただいた先生方に感謝します。 

 

大内 郁（府大１期生）   

（野崎徳洲会病院） 

今回の研修会では「股関節の病態評価と

治療」というテーマで京都大学の建内先生

より股関節の機能障害に対する治療・評価

について解剖学から臨床的な部分まで具

体的にご講演をいただきました。 

 私は臨床に出てから数ヶ月ですが、股関

節疾患が既往にあり、長期間にわたり股関

節周囲の疼痛や筋力低下など何らかの機

能障害を残している症例と出会う機会が

多々ありました。今回の研修会では股関節

のニュートラルポジションを考慮し、そこ

から治療を展開するという考え方を学び

ました。研修会を終え、実際に臨床場面で

股関節疾患を発症してから 2年間股関節

の機能障害が著明に残存しており、患側へ

の荷重が困難な症例に対して今回学んだ

ことを応用してみました。すると、疼痛が

軽減し患側への荷重が促されるという経

験をしました。 



平成 21 年 6 月 14 日（日）12：30～12：45、新梅田研修センターにて平成 21 年度竹羽会総会が開催さ

れました。出席者 40名、委任状 41通にて総会成立。総合司会は灰方先生が務め、以下の議案が審議され

ました。 

1.木村会長 挨拶 

2.議長の選出 出席者の拍手にて、5期生の辻野先生が議長に就任 

第一号議案 平成 20年度事業報告 

・第 9、10回研修会の開催 

・ホームページ完成、運営開始 

・各部マニュアルの運営開始 

・予算案の作成 

第二号議案 平成 20年度会計決算報告 

・平成 20年度会計決算の報告（監査の承認済み） 

第三号議案 人事に関する件 

・太田会長、灰方副会長、河西副会長、安藤監査、新保監査が立候補。 

出席者の拍手にて、承認される。 

・太田会長より新理事が任命され、同じく出席者の拍手にて承認。 

第四号議案 平成 21年度事業計画 

   ・年 2回の研修会開催 

   ・ホームページの運用 

   ・各部マニュアルの運用 

  第五号議案 その他 広報誌発送作業の業者委託について 

   出席者の拍手にて承認される               書記 岩田 麻弥（学部 1期生） 

平成 20 年度会計決算（H20.6.1～H21.5.31）を報告いたします。6 月 14 日の平成 21 年度総会にて会員

の皆様に報告し、承認を受けています。       財務部長 黒川 めぐみ（9期生） 

監査 安藤 卓（4期生） 南口 嘉子（4期生） 

  平成 20年度会計決算報告   (H20.6.1～H21.5.31）  

収入の部      

前年度繰越   810,516    

普通預金利息  438    

会費（8名×20,000） 160,000    

寄付（4名×10,000） 40,000    

研修会（茶話会費） 12,500    

計   1,023,454 ーa   

       

支出の部      

会議費   35,542    

通信運搬費  30,955    

旅費交通費  
72,440 

 

    

印刷製本費  64,029    

雑費  27,881    

慶弔費  1,344  繰越＝a－b 

賃借代  8,600  ＝1,023,454－396,791 

諸謝金   156,000   

計  396,791 ーb ＝繰越金 ¥626,663 
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・振込手数料はまことに恐縮ですが 

 ご負担をお願いいたします． 

・ 必ず振込み者の氏名と期数 

（例：カンゴダイ ハナコ 3 ） 

を入れて下さい． 

・ATMからも振込みができます 

 （専用の用紙をお渡しします）． 

・研修会場で永久会費を直接納入 

して頂くことも可能ですので、 

よろしくお願い致します。 

竹羽会「永久会費」に関するお問い合わせ

は下記までお願いします． 

  財務部：黒川 めぐみ (9期生)  

  連絡先：TEL：（06）6699-8731 

        （大阪発達総合療育センター） 

  E-mail：kuro96515@yahoo.co.jp 

 竹羽会の運営は，会員の皆様から収めて頂く会

費によって支えられています．未納入の方は是非

ともお収め下さい．なお，会費は永久会費で20000

円となっております．たいへん大きい金額ではご

ざいますが，勉強会開催などの費用に割り当てる

大切なお金です．よろしくお願いいたします． 

  <郵便振替口座> 

   振替口座：00910-7-223456 

    加入者名：竹羽会 

平成21・22年度の新執行部は以下のメンバーで構成されています。よろしくお願いします。（敬称略） 

 会 長 兼 5期生代表  太田 幸子 国立循環器病センター 5期生 

副会長 灰方 淑恵 大阪府立大学 7期生 

副会長 河西 由喜 協和会病院 8期生 

事務局長 兼 8期生代表 赤井 友美 奈良東病院 8期生 

学術部長 杉山 恭二 大阪大学医学部附属病院 学部 1期生 

広報部長 藤堂 恵美子 巽病院 9期生 

財務部長 黒川 めぐみ 大阪発達総合療育センター 9期生 

厚生部長 兼 9期生代表 布野 優香 東豊中渡辺病院 9期生 

書 記 﨑 泰子 奈良東病院 府大 1期生 

監 査 安藤 卓 大阪府済生会吹田病院 4期生 

監 査 新保 健次 大阪リハビリテーション専門学校 6期生 

    

1期生代表 北田 ありさ 関西医科専門学校 1期生 

2期生代表 坂野 智裕 大阪府済生会泉尾病院 2期生 

3期生代表 山本 裕子 森之宮病院 3期生 

4期生代表 南口 嘉子 阪堺病院 4期生 

6期生代表 土田 尚治 河﨑病院 6期生 

7期生代表 高橋 奈津子 舞鶴共済病院 7期生 

各部部員 事務局…吉住友里（府大1期生代表） 

学術部…横田純子（学部 1期生）、佐野佑樹（学部 2期生代表）、坂本郁子（府大 1期生） 

広報部…高橋希依（学部 2期生） 

財務部…植木晶子（学部 1期生代表） 
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大阪府立大学 総合リハビリテーション学部 理学療法学専攻 淵岡 聡 

 

 真夏らしいピーカン酷暑かと思えば局地的豪雨で昼でも真っ暗，おまけに強めの地震が何

度かあったりと，まさに地球の最期を彷彿とさせる自然現象が目白押しの中，卒業生のみな

さんはお元気だったでしょうか？（なんちゅう冒頭挨拶やねん！） 

 この原稿を書いているのは 9月初旬，暦の上ではもう秋なのですが，連日 30℃を超える真

夏日が続いています。皆さんが読む頃には異常気象により急激な温度変化と熱帯地方並みの

豪雨により日本の半分が水没しているかもしれません（・・・いかんいかん，つい想像が

negativeになってしまう）。 

 

 さて，府知事が府立大学に関して厳しい見解を述べる中，府民や学生，受験生への前向き

なコメントも出さない本学ではありますが，我ら理学療法学専攻の教員は縮こまっているわ

けではありません。先週，「Habikino Study（仮）」（←樋口先生命名）の一環として，大学周

辺の高齢者の方々に来学してもらい，下肢筋力や筋量，骨密度などを測定する会を開催しま

した。地域の方々に自分の身体の状況や運動機能を知ってもらうとともに，定期的に測定会

を実施することで健康増進に役立ててもらえるようなプログラムを検討中です。今回が第 1

回ですが 120 名を超える方々に参加いただき，健康意識の高さを再認識しました。健康増進

と一口に言っても長期的な調査に基づくデータの集積が要であり，まずは大学周辺の地域を

対象に調査活動を開始しました。 

 これまでなかなか教員チームを編成して活動する機会がなかったのですが，個人の研究活

動と並行して，理学療法学専攻としての研究活動をようやくスタートさせることができたと

感じています。手伝ってくれた学生たちも非常に優秀で，かゆいところに手が届く対応をし

てくれました。 

 卒業生の皆さんが臨床の最前線で理学療法の底上げに尽力してくれている中，私たちには

皆さんの「母校」として恥じないような活動を繰り広げていく義務があります。その中核は

もちろん優秀な理学療法士の養成ですが，同時に，理学療法学の発展に寄与する研究活動を

展開し続けることが，将来の理学療法の発展に直結していると感じています。 

 学生の能力をスポイルすることなく，大学としての存在価値も示しながら優秀な理学療法

士を輩出する。これは教員の力だけでなし得るものではありません。 

 今後とも大阪府立大学の教育・研究にご理解・ご協力賜りますようよろしくお願い申し上

げます（何の所信表明？）。 
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この度、竹羽会のホームページが開設されました！ 

研修会の案内等も随時更新していきますのでアクセスしてみて下さい。 

URL http://chikuwa-kai.com/ 



 

・2009年も残すところあと4ヶ月。 

 益々いい年にすべく、誠実に、前向きに過ごしていきます。（高橋） 

・今年度より広報部長を務めさせて頂くことになりました。 

 前任の先輩方の想いを引き継ぎ、皆様に興味を持って読んで頂けるような 

 紙面作りを行っていきたいと思いますのでよろしくお願いします。（藤堂） 

（） 

事務局：赤井 友美（8期生） 

 〒632－0001 奈良県天理市中之庄町 470 

 奈良東病院 リハビリテーション科 

   TEL：（0743）65－1771   FAX：（0743）65－4157 

   E-mail： tomoa_a3335@yahoo.co.jp 

所属の変更等がござい

ましたら，こちらまで

お知らせ下さい． 
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 『竹内街道』では、会員の皆様からの投稿原稿を大募集しています。「こんな研修会に参加

してきました」「こんな勉強会をやってます」「今度、同窓会があります」などなど、内容、

文字数等問いません。会員に知らせたいことを何でも良いので広報部までお寄せください。

次号は、平成22年春頃発行予定です。投稿お待ちしてます！！ 

広報部  藤堂 恵美子（9期生 巽病院）  E-mail：to_emk@yahoo.co.jp 

「呼吸理学療法―臨床導入―」 

講師：伊藤健一先生（大阪府立大学 総合リハビリテーション学部） 

 今回は、母校の伊藤健一先生に呼吸理学療法についてご講義して頂けることとなりました。

臨床導入という副題を設けまして、1 年目～4、5 年目を主に対象とした講義と実技の形式の

研修会です。学生から臨床家になり、呼吸について再度勉強をしたいと思っている方も多い

のではないでしょうか。母校の先生にご講義頂けるとても貴重な時間となると思います。 

是非、皆様ご参加ください。 

申し込み方法等は、別紙研修会案内をご参照ください。 

学術部 杉山恭二  


